
銘　柄 終値 前日比

関電工　３３６９　　　　△５９
信越化　４８７４　　　　△５２
群栄化　２８４７　　　　▼１０
カーリット　１１９７　　　　▼　２
東邦鉛　　６６１　　　　▼２１
平 和　２０６６　　　　△１３
ＳＡＮＫＹＯ　２６６８　　　　△　８
マックス　４５９５　　　　▼５５
日精工　　６９３　　　　▼　１
ＩＨＩ　 １４７０５　　　▼２０５
ＰＨＣＨＤ　　９０９　　　　▼　９
ＯＫＩ　１５４２　　　　▼３８

ルネサス　１８９４　　　　▼　７
ヨコオ　１３８２　　　　△１３
アドバンテ　 １０６７５　　　△１４５
日ＣＭＫ　　３３５　　　　△　１
太陽誘電　２５７３　　　　▼２９
市光工　　３７０　　　　△　５
ミツバ　　８２１　　　　▼１５
日野自　　３７６　　　　▼　９
ＳＵＢＡＲＵ　２５１０　　　　▼１４
ＪＩＮＳＨＤ　８１６０　　　　　　０
ビックカメラ　１６８０　　　　△１４
ホットランド　１９９７　　　　▼１４
アクシアル　１１２３　　　　△　３
ヤマダＨＤ　　４６４　　　　△　３
群馬銀　１２２８　　　　△１７
東和銀　　７７０　　　　△５５
オープンハウス　６５７６　　　　▼６４
カチタス　２４７４　　　　△６９

コシダカＨＤ　１１３２　　　　▼１４

カネコ種苗　１３６５　　　　△　８
藤田エンジ　１４８５　　　　△１３
佐田建　１１１９　　　　△２３
ヤマト　１６３６　　　　▼　６
岡本工　４７４５　　　　△３０
小倉クラチ　３５４０　　　　　　０
サンデン　　１１７　　　　▼　１
沢藤電　　９５０　　　　△　５
ワークマン　６５２０　　　△１９０
セキチュー　　９７０　　　　　　０
両毛システ　３０１０　　　　▼７５
早稲田ゼミ　１０４１　　　　△　３

免疫生研　　４８８　　　　▼　５
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桐
生
市
創
業
の
ホ
ッ
ト
ラ

ン
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
東
京
都
中
央
区
、
佐
瀬
守

男
社
長
）
の
子
会
社
が
運
営

す
る
レ
ト
ロ
喫
茶
ロ
ビ
ン
ソ

ン
（
同
市
本
町
）
は
、
夏
季

限
定
の
か
き
氷
（
全
４
種
）

の
販
売
を
始
め
た
。

カ
ス
タ
ー
ド
風
味
の
濃
厚

な
ア
ン
グ
レ
ー
ズ
ソ
ー
ス
と

カ
ラ
メ
ル
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
の「
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
」

（
１
３
０
０
円
）
‖
写
真
右

‖
や
、
国
産
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ

ン
を
皮
ご
と
使
っ
た
シ
ロ
ッ

プ
や
パ
チ
パ
チ
キ
ャ
ン
デ
ィ

が
爽
や
か
な
「
レ
モ
ン
ス
カ

ッ
シ
ュ
」
（
１
２
０
０
円
）

‖
同
左
‖
な
ど
、
喫
茶
店
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
味
の
か

き
氷
を
販
売
す
る
。

中
高
生
の
ほ
か
、大
学
生
、

専
門
学
校
生
は
、
学
生
証
の

提
示
で
か
き
氷
を
含
む
全
商

品
を
２
割
引
き
で
購
入
で
き

る
よ
う
に
し
、
放
課
後
や
休

日
の
来
店
を
促
す
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

年
中
無
休
。
学
割
が
受
け
ら

れ
る
の
は
午
後
２
〜
５
時
。

問
い
合
わ
せ
は
同
店
（
☎
０

２
７
７
・
４
６
・
９
３
０

０
）
へ
。

（
茂
木
勇
樹
）

夏
季
限
定
か
き
氷
４
種

桐
生
の
レ
ト
ロ
喫
茶
ロ
ビ
ン
ソ
ン
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（６月 日付）

常勤理事地域サポート部長・委嘱

（地域サポート部長）奥 村 孝 治

（７月１日付）

営業推進二部上席推進役

（部長待遇前橋支店長）嶋 田 誠

前橋支店長（営業推進二部副部長） 河 村 誠 一

吾妻支店次長兼業務ＧＬ兼中之条支店

次長兼業務ＧＬ

（草津支店次長兼業務ＧＬ）唐 沢 信 明

沼田支店次長兼渉外ＧＬ

（沼田支店次長兼業務ＧＬ）矢 島 辰 弘

営業推進二部次長

（沼田支店次長兼渉外ＧＬ）小 山 洋 明

草津支店業務ＧＬ（吾妻支店業務ＧＬ）清 水 裕

沼田支店業務ＧＬ（中之条支店業務ＧＬ）石 坂 亮 祐

総務部係長（営業推進一部係長） 川西あゆみ
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（６月 日付）

常勤理事・高崎支店長委嘱

（執行役員・高崎支店長）高 間 覚

常勤監事（常務理事・監査部長委嘱）広 沢 英 樹

非常勤監事（就任） 小 林 馨

人事部長（人事部副部長） 藤 巻 雅 樹

監査部長（人事部長） 半 田 恒 夫

総合企画部代理（営業統括部代理） 高橋久美子

【退任】

（常勤監事） 黒 沢 朋 之

（非常勤監事） 大 西 勉

プレミアムラウンジをＰＲする井上支配人

大江戸温泉物語が
７日改装オープン

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ

星
野

万
里
社
長
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世
界
レ
ベ
ル
で
知
財
投
資

周
年

歴
史
踏
襲
し
革
新
を

⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪∧⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪

⊃

略

歴

ほ
し
の
・
ば
ん
り

１

９
９
１
年
７
月
生
ま
れ
。

沼
田
市
出
身
。
沼
田
高
｜
英
ブ
リ
ス
ト

ル
大
｜
英
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ

ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
。サ
ミ
ー
を
経
て
、

２
０
２
２
年
に
ネ
ク
サ
ス
入
社
。
取
締

役
を
歴
任
し
、１
日
付
で
社
長
に
就
任
。

長期的な視点でグローバル

プラットフォームをつくりた

い と語る星野社長
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パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
「
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
分
野
を

中
核
に
幅
広
く
事
業
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｕ
Ｓ
（
ネ
ク
サ
ス
、
高
崎
市
島
野
町
）

は
、
７
日
に
創
業

周
年
の
節
目
を
迎

え
る
。
１
日
付
で
ト
ッ
プ
に
就
任
し
た

星
野
万
里
社
長

に
抱
負
や
今
後
の

事
業
展
開
を
聞
い
た
。

｜
創
業

周
年
を
迎
え
る
。

父
（
敏
代
表
）
が

１
号
店
を
出
し
た
時

か
ら
会
社
の
歴
史
や

流
れ
を
見
て
き
た
の

で
、
と
て
も
感
慨
深

い
。
会
社
の
規
模
が

大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
責
任
を
感
じ
て

お
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
。
一

方
で
、
会
社
が
変
革
す
る
転
換
点
で
も

あ
る
の
で
、
わ
く
わ
く
も
し
て
い
る
。

｜
経
営
課
題
は
。

ネ
ク
サ
ス
グ
ル
ー
プ
の
２
０
２
４
年

６
月
期
の
売
上
高
は
前
期
比

％
増
の

３
５
０
２
億
２
２
０
０
万
円
、
店
舗
は

直
近
２
年
で
８
店
舗
増
え
、

店
舗
（
１

日
現
在
）
。
３
期
連
続
で
増
収
だ
が
、

利
益
率
は
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。
収

益
性
を
改
善
し
、
利
益
率
の
高
い
筋
肉

質
な
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
従
来

は
市
場
シ
ェ
ア
を
取
る
戦
略
だ
っ
た

が
、
店
舗
を
増
や
す
こ
と
に
強
い
こ
だ

わ
り
は
な
い
。
出
店
す
る
場
合
は
必
ず

収
益
性
の
高
い
店
舗
を
つ
く
る
。
既
存

店
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

も
進
め
た
い
。

ま
た
、
組
織
で
あ
る
以
上
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
は
必
要
だ
が
、
意
見
交
換
や
議
論

の
場
は
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
る
べ
き
だ
。
時

代
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
柔
軟

な
組
織
を
構
築
し
た
い
。

｜
人
材
育
成
の
方
針
は
。

現
場
で
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
ス
キ

ル
を
担
保
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
立
場

に
関
係
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し

て
全
体
的
な
能
力
を
底
上
げ
す
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
磨
き
、
結
果
的
に
組

織
全
体
が
成
長
す
る
流
れ
を
つ
く
り
た

い
。
幹
部
も
含
め
社
外
か
ら
優
れ
た
人

材
を
登
用
し
、
よ
り
良
い
人
材
が
集
ま

る
会
社
に
す
る
。
実
力
主
義
で
能
力
と

意
欲
の
あ
る
社
員
は
し
っ
か
り
評
価

し
、
社
員
が
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え

た
い
。

｜

歳
と
い
う
若
さ
で
ト
ッ
プ
に
就

任
す
る
。

若
さ
は
柔
軟
性
と
ス
ピ
ー
ド
感
と
い

う
強
み
に
な
る
が
、
経
験
と
い
う
点
で

は
弱
さ
で
も
あ
る
。
経
営
者
に
は
経
験

と
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
判
断
が
必
要

で
、
今
後
は
そ
の
部
分
の
成
長
が
重
要

だ
。
私
は
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
業
界
で

は
か
な
り
若
い
経
営
者
で
、
若
さ
を
他

の
分
野
に
生
か
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
若

い
感
覚
を
業
界
に
持
ち
込
み
、
新
し
い

発
想
で
の
事
業
展
開
に
と
て
も
興
味
を

持
っ
て
い
る
。

｜
今
後
の
事
業
展
開
は
。

主
に
知
的
財
産
（
Ｉ
Ｐ
）
へ
の
投
資

を
、
世
界
展
開
を
含
め
て
進
め
た
い
。

現
時
点
で
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
係
を
考

え
て
い
る
。
世
界
レ

ベ
ル
で
Ｉ
Ｐ
に
投
資

す
る
こ
と
は
、
よ
り

豊
か
で
、
持
続
可
能

な
革
新
的
な
未
来
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
歴
史
を
踏
襲
し
つ
つ
も
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
社
内
に
起
こ
し
、
新
し
い

未
来
を
紡
い
で
い
き
た
い
。
そ
れ
が
私

の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

（
中
村
穂
高
）

温
泉
旅
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
を

運
営
す
る
大
江
戸
温
泉
物
語
ホ

テ
ル
ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ
（
東
京
都

中
央
区
、
橋
本
啓
太
社
長
）
は

７
日
、
渋
川
市
伊
香
保
町
伊
香

保
の
温
泉
宿
「
大
江
戸
温
泉
物

語
伊
香
保
」
を
新
名
称
「
大
江

戸
温
泉
物
語
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ
ｍ

伊
香
保
」
と
し
て
改
装
オ
ー
プ

ン
す
る
。
４
日
に
関
係
者
や
メ

デ
ィ
ア
向
け
の
内
覧
会
が
開
か

れ
、
内
部
が
公
開
さ
れ
た
。

同
社
は
全
国
で

施
設
を
展

開
し
て
い
て
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
ぜ
い
た
く
感
な
ど
を
売
り
に

す
る
「
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ
ｍ
シ
リ

ー
ズ
」
の
施
設
は

カ
所
目
。

自
社
競
合
を
解
消
し
、

代
以

上
の
夫
婦
ら
を
主
力
の
客
層
に

ブ
ラ
ン
ド
を
再
構
築
し
た
。

新
施
設
は
、
男
女
入
れ
替
え

で
利
用
す
る
大
浴
場
二
つ
の
洗

い
場
に
仕
切
り
を
設
け
た
ほ

か
、
大
浴
場
の
一
つ
「
木
の
葉
」

は
内
湯
の
一
部
を
半
露
天
風
呂

に
改
装
。
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が

あ
っ
た
１
階
ロ
ビ
ー
奥
に
「
プ

レ
ミ
ア
ム
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
新
設

し
、
暖
炉
の
炎
を
眺
め
な
が
ら

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
を
無
料
で
楽

し
め
る
よ
う
に
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
伊
香
保
の

紅
葉
の
名
所
「
河
鹿
橋
」
を
彩

る
カ
エ
デ
や
、
ぜ
い
た
く
感
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
「
楓ふ

う

雅が

」
と
名

付
け
た
。
食
事
を
取
る
ス
ペ
ー

ス
を
拡
張
し
、
マ
イ
タ
ケ
の
天

ぷ
ら
な
ど
を
目
の
前
で
調
理
す

る
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン
を
整
備
し

た
。
客
室
の
一
部
は
「
和
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
」
に
改
装
し
、
快
適

性
を
高
め
た
。

井
上
悟
支
配
人
は
「
伊
香
保

の
観
光
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む

拠
点
と
し
て
、
多
く
の
お
客
さ

ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
た
。

（
村
山
拓
未
）
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ド
イ
ツ
式
の
自
動
車

整
備
士
養
成
で
協
定

太
田
自
動
車
大
学
校
と
在
日
独
商
工
会
議
所

協定を結んだ田鶴学校長 右 と

ルーカス副専務理事

太
田
自
動
車
大
学
校
（
太
田

市
東
小
金
井
町
）
と
在
日
ド
イ

ツ
商
工
会
議
所
（
東
京
都
）
は

４
日
、
ド
イ
ツ
式
の
自
動
車
整

備
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
ん

だ
。
同
校
は
、
同
会
議
所
が
提

供
す
る
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
訓
練
生
の
受
け
入
れ
先

に
加
わ
り
、
国
内
の
整
備
士
不

足
に
対
応
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の

日
本
法
人
と
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ

ッ
ク
・
バ
ス
が
協
力
し
、
デ
ィ

ラ
ー
と
雇
用
関
係
を
結
ぶ
訓
練

生
が
受
講
で
き
る
。
職
場
内
研

修
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
で
経
験
を
積
み

な
が
ら
提
携
先
の
教
育
機
関
で

知
識
を
習
得
。
即
戦
力
の
人
材

を
育
て
る
。
３
年
間
の
学
費
は

企
業
が
負
担
し
、
経
済
的
理
由

で
進
学
を
断
念
し
た
人
な
ど
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
後
押
し
す

る
。同

校
は
７
月
か
ら
国
内
３
校

目
の
受
け
入
れ
先
と
な
り
、
訓

練
生

人
に
自
動
車
の
知
識
や

整
備
技
術
を
教
え
て
い
る
。
受

け
入
れ
先
で
初
め
て
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
取
り
入
れ
、
全
国
か

ら
受
講
で
き
る
。

同
校
で
調
印
式
が
開
か
れ
、

田
鶴
大
輔
学
校
長
は
「
自
動
車

整
備
士
育
成
の
裾
野
を
広
げ
る

取
り
組
み
に
参
加
で
き
て
誇
ら

し
い
」
と
話
し
た
。
ル
ー
カ
ス

・
ヴ
ィ
ト
ス
ア
ス
キ
ー
副
専
務

理
事
は
「
国
内
の
整
備
士
不
足

解
消
に
向
け
て
全
面
的
に
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
」
と
強
調
し
た
。

（
茂
木
勇
樹
）

２
０
２
７
年
４
月
に
経
営
統

合
を
予
定
す
る
群
馬
銀
行
（
前

橋
市
元
総
社
町
）
と
新
潟
県
地

盤
の
第
四
北
越
銀
行
を
傘
下
に

持
つ
第
四
北
越
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｇ
、新
潟
市
）

は
４
日
、
群
馬
と
新
潟
の
県
庁

で
、
両
県
に
３
千
万
円
ず
つ
寄

付
し
た
。
本
県
で
は
群
馬
銀
の

深
井
彰
彦
頭
取
と
第
四
北
越

Ｆ
Ｇ
の
高
橋
信
専
務
が
、
山
本

一
太
知
事
に
目
録
を
手
渡
し

た
。両

社
が
両
県
に
対
し
て
１
５

０
０
万
円
ず
つ
寄
付
。
本
県
へ

の
寄
付
は
、
県
が
新
た
な
産
業

の
柱
と
し
て
目
指
す
デ
ジ
タ
ル

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
産
業
の
育
成

の
た
め
と
し
て
い
る
。

贈
呈
式
で
深
井
頭
取
は
「
教

育
支
援
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ

と
で
、
次
世
代
を
担
う
若
者
の

雇
用
創
出
や
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
経
営
統
合
に
つ
い
て

「
経
営
の
規
模
と
質
の
両
面
で

企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
貢
献
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
」
と
力
を
込
め
た
。

高
橋
専
務
は
「
自
治
体
や
企
業

と
連
携
し
新
た
な
価
値
創
造
に

取
り
組
む
」
と
述
べ
た
。

山
本
知
事
は
「
新
た
な
産
業

を
創
出
す
る
人
材
育
成
へ
の
支

援
は
心
強
い
。
両
社
の
強
固
な

基
盤
が
築
か
れ
、
双
方
の
地
域

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
と
応
じ
た
。

新
潟
県
で
は
、
第
四
北
越
Ｆ

Ｇ
の
殖
栗
道
郎
社
長
と
群
馬
銀

の
入
沢
広
之
副
頭
取
が
贈
呈
式

に
臨
ん
だ
。

（
林
哲
也
）
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∪
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∪
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群馬 新潟両県に
3000万円ずつ寄付

群銀と第四北越ＦＧ

寄付贈呈式に臨んだ 左から 群馬銀行の深井

頭取 山本知事 第四北越ＦＧの高橋専務

融
資
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

ロ
ー
ン
を
２
社
に
実
行

東
和
銀

東
和
銀
行
（
前
橋
市
本
町
、

江
原
洋
頭
取
）は
４
日
ま
で
に
、

住
宅
の
設
計
、
建
築
販
売
の
セ

イ
ズ
（
東
京
都
）
と
、
木
造
住

宅
の
施
工
販
売
を
行
う
ア
ー
キ

セ
プ
ト
（
千
葉
県
）
の
２
社
に

対
し
、
環
境
目
標
の
達
成
状
況

に
応
じ
て
金
利
が
変
動
す
る

「
東
和
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

リ
ン
ク
・
ロ
ー
ン
（
融
資
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
型
）
」
を
初
め
て

実
行
し
た
と
発
表
し
た
。

融
資
額
は
と
も
に
１
億
円
。

外
部
評
価
機
関
か
ら
包
括
的
な

評
価
を
取
得
し
、
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
で
き
る
融
資
体
制

を
整
え
て
い
る
。
同
行
は
「
お

客
さ
ま
や
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
を
目
指
す
」
と
し
て

い
る
。
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⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

（７） (令和７年)（７） (令和７年)


